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待されるので、 in-vitro およびin-vivoでの α-グリコシダーゼ阻害作用を検討した。酵素阻害反応の詳細な
検討結果より、これら亜鉛錯体は拮抗阻害剤として働き、二糖類の分解を抑止することを初めて明らかにした。 
以上のように，本論文は，アミド配位子を有する新規な亜鉛(II)錯イオンのインスリン様作用機序を化学的
側面から解明したものであり，生物無機化学のみならず薬学分野への発展に大きく寄与するものである。よっ
て，博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
